
 

発     言     通     告     書 

    令和 6年 12月 3日 

松山市議会議長 原   俊 司 殿   

  松山市議会議員 本 田 精 志 

次のとおり通告します。    

発言順位 ２２ 受領日時 12月 3日 午前 8時 5分 2 枚中 1 枚目 

質問等の方式 一問一答方式  ・  一括方式 発言時間 約 40 分 

答弁を求める者 
･市長    ･教育長    ･選挙管理委員会委員長    ･公平委員会委員長 

･農業委員会会長    ･監査委員    ･公営企業管理者 

 

No 件        名 発  言  の  要  旨 

1 JR松山駅周辺のまちづくりについて （１）本年 9月 25日に都市整備部から 9月 26日に市長が臨時記者会 

   見を開くとのお知らせがあったが、どのような説明がなされたのか問 

   う。 

  （２）臨時記者会見を開いた理由とどのようなプロセスを経て将来像が 

   決定し、今回の会見内容となったのか問う。 

  （３）JR松山駅周辺土地整備事業の広域交流拠点施設について、平成 

   27年度に策定した基本構想から 5,000席程度のアリーナに大きく変 

   更された経緯について問う。 

  （４）市民会館を利用してきた多くの市民は、今後どの施設を利用すれ 

   ば、活動継続できるのか。 

   また、現在の市民会館機能を引き継ぐような新ホールを建設する考え 

   はあるのか問う。 

   

2 坊っちゃん列車の運行支援について （１）第 3回坊っちゃん列車を考える会について 

   ①会議で示された本市の方針について問う。 

   ②会議で出された意見にはどのようなものがあったのかについて問 

    う。 

  （２）クラウドファンディングの実施について 

   ①1回目のクラウドファンディングの目的及び成果について問う。 

   ②第 3回の会議を受けて 2回目のクラウドファンディング実施の有無 

    について問う。 

   

3 都市ブランド戦略について （１）今回発表したブランドスローガンはどのようにして生まれたのか。 

   また、その過程について問う。 

  （２）今後、今回のブランドスローガンとブランドロゴをどのように展開し 

   広げていく考えなのか問う。 

   



 

 松山市議会議員 本 田 精 志 

 

 2 枚中 2 枚目 

 

No 件        名 発  言  の  要  旨 

4 広報紙について 今回の紙面作りでどういった点を見直し工夫したのか。 

  また、今後広報紙をより一層充実させるためにどのように取り組んでい 

  くのか問う。 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

 


